
１ 令和７年 ９月１４日（日）

監督会議　            ９月１３日（土） １６：３０

開 始 式 ９月１４日（日） 　９：００

９月１４日（日） 　９：３０

２ リバーパーク犬飼カヌー場

３ 実施要領

　（１）　種　　　別　　郡市対抗

　（２）　種　　　目　　（6種目）

　（３）　競技方法

　　　①　日本カヌー連盟競技規則及び審判・監督会議の申し合わせ事項により実施する。

　　　②　郡市対抗として成立するには、6種目中女子1種目を含む3種目以上の参加がなければな

　　　　らない。

　　　③　参加選手数が最も多い種目の選手数を、全ての種目の1位の得点とし、2位以下は各種目

　　　　の参加選手数により配分する。スタートしたがゴールできなかった選手には、1点を与える。

　　　　スタートしなかった場合は0点とする。

※小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出する。

　　　④　都市対抗の順位は、各種目の得点合計により決定する。同点の場合は優勝数により決定。

　（４）　参加方法

　　　①　選手は一人1種目とする。

　　　②　参加チームは監督1名、男子選手7名以内、女子選手4名以内、補欠男子1名以内、補欠

　 　　　女子1名以内、計14名以内とする。なお、監督は選手を兼ねることができる。

　　　③　各種目のエントリー数

  　　　 Ａ　男子スラローム　 3名以内

　　　 　Ｂ　男子ワイルドウォーター　 3名以内

　　　　 Ｃ　男子スプリント　 1名

　　　 　Ｄ　女子スラローム　　 1名

　　　 　Ｅ　女子ワイルドウォーター　　 2名以内

　　　　 Ｆ　女子スプリント　　 1名

　　　④　種目間の選手変更及び種目への選手の追加は、総監督会議を期限とする。ただし、種目間

　　　　の選手変更については、競技前日の審判・監督会議で了承されればその限りではない。

　　　⑤　スラローム、ワイルドウォーターにおいてはライフジャケット、浮力体、ヘルメットを、また、スプ

　　　　リントにおいてはライフジャケットを必ず着用のこと。着用しない選手については出艇させない。

　（５）　そ　の　他

　　　①　用具及び要艇

　　　　 　各種目に使用する艇及びライフジャケット、パドル、ヘルメット等は、原則として、自艇参加と

         する。ただし、艇の借用希望があれば事前にカヌー協会に連絡すること。

　　　②　競技前日は、コース設定後ゲートフリーとする。なお、競技当日は、ノンストップトレーニング

　　　　 は行わない。

　　　③　落雷時の対応について

　　　　　 競技を中断し、天候回復後に再開するが、再開後の残りの種目の全員のレースが無理な場合

　　　　（1）全郡市の終了している種目があれば、その種目で郡市対抗の順位を決定する。

　　　　（2）全郡市の終了している種目が無ければ、中断した種目の残りの郡市のレースを行う。

　　　　（3）全郡市の終了している種目が無く、天候の回復が難しく競技を再開できない場合は、

　　　　　　 全郡市記録なし（カヌー競技自体を中止）とする。

得点＝最多参加選手種目の選手数 －
（最多参加選手種目の選手数－1）

× （順位－1）
（その種目の選手数－1）

男子 スラローム（5～7ゲート） ワイルドウォーター（300ｍ） スプリント（200ｍ）

女子 スラローム（5～7ゲート） ワイルドウォーター（300ｍ） スプリント（200ｍ）

３３　カヌー

日　　　時　

競技開始　　

会　　　場　

性別 種　　　　　　　　　　　　目


